
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 急に寒くなりました。県内でもまだインフルエンザ警戒警報が発令中です。本
校でも先月、3 学級が学級閉鎖となりました。学校や家庭で体調管理と感染防止
に努め 2 学期を締めくくりたいと思っています。ご協力をお願いします。  
 

修学旅行  平和への祈りを長崎へ  平和への誓いを春日へ   
 １１月１３日～１４日に、6 年生が長崎へ修学旅行に行ってき
ました。前週にインフルエンザや発熱による欠席が増え、学級閉
鎖となった学級もあり心配でしましたが、現地で発熱する子もな
く、無事終えることができました。  
 出発式で私からは、「春日から長崎へ平和への祈りを届けまし
ょう。しかし願ったり祈ったりしても、今世界中で紛争があって
いるように止めることはできません。長崎で学び、平和への誓い
を持ち帰り、まずは平和な学級、学校にするためにできることか
ら始めましょう。」と話しました。  
 1 日目は、被爆体験講話と平和学習のフィールドワーク。講話
では、「原爆投下後の惨状、苦しみ」だけでなく「長崎から避難
した者に対する差別」「年数がたってからも発病し死に至る放射
能の恐ろしさ」…最後に子どもたちに「平和を守る、戦争は絶対
しないことを、学校に帰ってからみんなに伝えてほしい」と訴え
られました。その後平和集会や昼食のあと、グループごとにフィールドワークを
行いました。道に迷うこともありましたが、町の方々に道を尋ねながら、グループ
で協力し活動できました。  
 ２日目は、長崎の歴史や文化を学ぶフィールドワークでした。歴史文化博物館、
眼鏡橋、出島、中華街、グラバー園等をめぐりました。江戸時代鎖国中に唯一海外
との交易が許されていた長崎ならではの街並みを感じることができました。  
 
 子どもたちは、この修学旅行で多くのことを学び感じたことだと思います。「戦
争の恐ろしさや平和の大切さ」「普段一緒にいる家族のありがたさ」「友だちと協
力してやりとげる楽しさ」…、ときには困ったり迷ったりたいへんさも感じたこ
とでしょう。  
 訪問先でもきちんとあいさつをして、ルールや時間、食事や入浴のマナーもし
っかり守ることができました。ホテルの方々や添乗員さん、カメラマン等、毎年多
くの修学旅行生に関わっておられる方からお褒めの言葉をいただき嬉しく感じま
した。さすが「自分から  かんがえ  すなおに  がんばる  春日っ子」です。  
学校に帰ってからの解散式でも「平和の誓い、持ち帰れましたか？平和な学校の

ためにできること、頼みますね。最上級生としての小学校生活もあと 4 か月です。
笑顔で学校生活を楽しみましょう。」と締めくくりました。きっと修学旅行で学ん
だことを活かして、一段と成長した姿を見せてくれることと期待しています。  
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自分から  かんがえ  すなおに  がんばる  春日っ子の育成  ～温もり～  

 

1２月の行事予定     
１日（金）地震火災避難訓練    
７日（木）全校 5 時間授業後下校                  
１８日（月）学期末懇談会   １～３年１４：３０～１５：００ ４～６年１５：１０～１５：４０  

        ※児童は 1～3 年１３：５０下校  ４～６年１４：３５下校           
２１日（木）全校 5 時間授業後  １４：３５下校  
２２日 (金 )終業式   １１：３０下校  

 


